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子育て支援の充実と地域社会の連携

健康福祉部教育委員会こども未来部

企画部経済部市民活動部

家庭・学校以外の居場所、多世代交流、見守り 

居場所

企業の理解促進、女性活躍、休みやすい環境
づくり 

職業体験、SDGs、郷土愛の醸成、自然体験 

働き方 学び
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老朽化が著しい南保育園を移転改築するとともに、認定
こども園化し、安全で安心な保育環境を整備する。
（令和6～9年度事業）

場 所／南小学校敷地内 構 造／鉄骨造2階建
開園予定／令和10年4月
8年度実施内容／実施設計、建築工事

〔保育課〕

南こども園の
内部イメージ

⑴ 子どもの居場所づくり事業補助金 700万円
子ども食堂など子どもの居場所づくりを実施する団体を支援する。

⑵ 子どもの居場所運営事業 150万円
拠点的な居場所の「スイトピアセンターこどもんち」において見守
りや学習支援、相談や遊びなどを実施するとともに、地域の居場所で
ある地区センター等において居場所を提供する。

ほか

〔子育て支援課〕

健康福祉部教育委員会こども未来部

企画部経済部市民活動部

居場所 居場所
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子どもの意向把握を行うため、継続的に子ども達
の意見を聴く機会を設け、施策への反映を図る。

⑴ 子ども・若者モニターアンケートの実施
⑵ こどもまんなか意見交換会の開催
⑶ 子ども達が企画運営する事業やイベントの実施

〔子育て支援課〕
〔学校教育課〕

こどもまんなか意見交換会

⑵ 水都っ子学習支援事業 1,806万円

学習指導補助講師の業務を「少人数指導」などから「教科担任」のみに精選
し、小学校5・6年生の音楽、図画工作等の教科担任制支援講師として配置。

⑴ はぐくみサポーターの配置 1億0,719万円

「特別支援教育支援員（通常学級）」と「介助員（特別支援学級）」を統合し
「はぐくみサポーター」として再編・増員し、柔軟な支援体制を構築。

90人配置（現状の71人から＋19人）

特別支援教育支援員 

介助員 

学習指導補助講師 

はぐくみサポーター 

教科担任制支援講師 

現在の体制 再編後の体制 

健康福祉部教育委員会こども未来部

企画部経済部市民活動部

18人配置（※現状の33人を18人に ⇒ 上記「はぐくみサポーター」を増員）

学び 学び
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指導者の確保、大会への参加補助など、文化系・体育
系地域クラブの活動を支援し、教員の負担軽減を図るとと
もに、部活動の円滑な地域展開や活性化を推進する。

〔学校教育課〕 〔社会福祉課〕

⑴ ひきこもり支援ステーション設置事業 355万円
市役所内にひきこもり支援コーディネーターを配置し、相談
対応、訪問支援等を行うなど支援の充実を図る。

⑵ メタバース相談室開設事業 216万円
令和7年度の実証実験を踏まえ、仮想空間を利用した他者との交
流・相談の場を提供する。（西美濃地域の各市町と共同運用）

外部とのつながりが持てていない生徒に対し、メタバース仮
想空間において、アバターを介した交流活動の場を設定し、他
者とのコミュニケーションの機会を提供する。

開設日／週1日 対象／小・中学生

〔教育総合研究所〕

健康福祉部教育委員会こども未来部

企画部経済部市民活動部

メタバース相談室のイメージ

女性にとって魅力的で暮らしやすいまちづくりの実現を目
指し、女性や若者の就業及び活躍につなげるための企業の意
識改革・業務改善を一体的に推進する。

・意識改革ワークショップの開催
・女性活躍推進に関する専門人材の伴走支援を受ける企業
を補助

〔地域創生戦略課〕

学び

働き方

学び学び
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多様化、複雑化した行政課題に対応するため、Man(人材)、Money(財源)、Method(手法)
による改革を推進し、持続可能な市政運営につなげる。

・積極的な民間人材の活用 
・民間人材との伴走による職員のスキルの向上 

・税収のみに依存しない自律的な
財政基盤の構築 

・人づくり、まちづくりを担う
団体との連携を推進し、民間
の知恵と機動力を市政に反映 


